
スマートコーヒーメーカー「Aromagic X」取扱説明書 コア情報（v3）

1. 製品概要

2. 安全に関するご注意
本製品を安全にお使いいただくために、以下の点を必ずお守りください。

3. 製品の仕様

4. 主な機能

製品名: スマートコーヒーメーカー「Aromagic X」
製品コンセプト: 「あなただけのバリスタを、すぐそばに。」をコンセプトにしたスマー
トコーヒーメーカーです。 スマートフォンと連携し、豆の挽き方から温度、抽出量ま
で、あなただけの一杯を自由にカスタマイズできます。 プロが淹れたような本格的なコ
ーヒーで、至福のひとときをお楽しみください。

やけどに関する警告: 抽出中および抽出直後の抽出口やその周辺部品は、高温の蒸気や
液体により非常に熱くなります。火傷の危険がありますので、絶対に素手で触れないで

ください。

電源に関する注意: 消費電力が高いため（1200W）、延長コードやタコ足配線は避け、壁
のコンセントに直接接続してください。火災の原因となる可能性があります。特に、家

庭用のコンセントは通常1500Wまでなので、他の消費電力が大きい機器との同時利用は
避けてください。 火災の原因となる可能性があります。
設置に関する注意: 本体は安定した水平な場所に設置してください。不安定な場所で
は、転倒し、けがややけどの原因となることがあります。

型番: AMX-01
電源: 100V 50/60Hz
消費電力: 1200W
大きさ: 幅180mm x 奥行300mm x 高さ350mm
重さ: 4.5kg
タンク容量（水）: 最大1.0L
コンテナ容量（コーヒー豆）: 200g
通信方式: Bluetooth 5.0 (※) (※) Bluetoothとは、スマートフォンなどの対応機器と、本
製品を無線で接続するための近距離無線通信技術です。

自動豆挽き機能: コーヒー豆を自動で挽きます。挽き具合は5段階からお好みに合わせて
選べます。挽き目を変えることで、コーヒーの味の濃さや風味を手軽に調整できます。

自動豆挽き機能: コーヒー豆を自動で挽きます。挽き具合は5段階からお好みに合わせて
選べます。



5. スマートフォン連携 セットアップ手順
お手持ちのスマートフォンと連携させることで、遠隔操作やオリジナルレシピの保存などが

可能になります。

【ステップ1：専用アプリの準備】

【ステップ2：スマートフォンの設定】

【ステップ3：コーヒーメーカーとの接続】

【ステップ4：登録完了】

6. トラブルシューティング（困ったときには）

症状 考えられる原因 対処法

電源が入らな

い

・電源プラグがコンセントに

正しく接続されていない。  
・本体が正しく設置されてい

ない。

・電源プラグを一度抜き、奥までしっか

りと差し込んでください。  
・本体を安定した水平な場所に設置し直

してください。

温度設定機能: 抽出するお湯の温度を85℃から95℃の間で設定でき、豆の個性を最大限
に引き出します。

抽出量設定機能: 飲みたい量に合わせて抽出量を設定できます。
ミルク泡立て機能: 本格的なカフェラテやカプチーノも作れる、ミルク泡立て機能を搭
載しています。

自動内部洗浄機能: 電源を入れた時や切った時に、内部を自動で洗浄するため、お手入
れが簡単です。

最重要: 設定を始める前に、必ずApp StoreまたはGoogle Playで専用アプリ
「AromaLink」を検索し、お使いのスマートフォンにダウンロードしておいてくださ
い。

1. スマートフォンの設定画面を開きます。
2. 「Bluetooth」を選び、設定を「ON」にしてください。

1. スマートフォンで専用アプリ「AromaLink」を起動します。
2. アプリのホーム画面にある「新しい機器を登録」ボタンをタップします。
3. 画面の案内に従って、コーヒーメーカー本体の電源を入れてください。自動的に接続が
始まります。

1. スマートフォンの画面に「Aromagic Xとの接続が完了しました」と表示されたら、すべ
ての設定は完了です。



症状 考えられる原因 対処法

スマートフォ

ンと接続でき
ない

・スマートフォンのBluetooth
設定がOFFになっている。  
・専用アプリ「AromaLink」
がインストールされていな

い。

・スマートフォンの設定画面でBluetooth
をONにしてください。  
・App StoreまたはGoogle Playから、専
用アプリ「AromaLink」をインストール
してください。

コーヒーが抽

出されない

・水タンクの水が空になって

いる。  
・コーヒー豆が切れている。

・水タンクに水を入れてください。  
・豆コンテナにコーヒー豆を補充してく
ださい。


